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【当事者研究について】 

当事者研究スゴロクの「当事者研究」とは、北海道浦河町にある「べてるの家」と「浦河赤十字病院

精神科」ではじまったアセスメントとリハビリテーションのプログラムである。精神障害当事者の幻

聴や幻覚は「治さないといけない病気」ではなくて「その人なりの自助」であると捉えるところに特

徴がある。そして、それらを開示し、仲間や関係者と一緒に考えて、さらに「その人なりの生きやす

い自助」のパターンを見つけようとする研究のことを指す。 

 

もう少し具体的な研究の一例を挙げれば、べてるの家では精神障害当事者の若者 Aが来て、幻聴に苦

しんでいるとすると、その幻聴を「幻聴さん」と擬人化して客人のように扱う。そして幻聴が聞こえ

たとなると、その場にいる精神障害の当事者全員で、その場には見えない幻聴さんに向かって話かけ

ていく。 

 

若者 A「最近、また幻聴さんがひどいんです」 

当事者 B「いま幻聴さん、何ていってるの？」 

若者 A「Kくんを殴れと幻聴さんはいってます」 

当事者 C「Kくんはなにも悪いことしてないよ」 

当事者 D「そんなことしたらダメだと幻聴さんにいってあげて」 

若者 A「幻聴さん、Kくんはなにも悪いことをしてません。だからぼくは殴れません」 

 

このような幻聴さんとのやり取りが全員で続けられていく。そうすると、幻聴自身はなくならないが、

いつのまにか幻聴さんの言葉の中身が変わってくるという不思議な現象が起きるという。つまり幻聴

さんは来るが若者 A に対して「最近、がんばってるなぁ」「このあいだはよかったぞ」などと優しい

幻聴さんになり、結果として若者は暴れなくなる。 

 

これは幻聴という病状がなくなったわけではないので、医学的な「治療」ではない。依然として幻聴

は聞こえ続ける。しかし、暴力的、自虐的な幻聴を、みんなで幻聴さんとして迎え入れると、なぜか

優しい幻聴さんになってくる。べてるの家の独特の言葉で表現すると、これは「幻聴さんと友達にな

った」という状況を指す。こういった自分の病気やダメとされる部分…「弱さ」を治そうとするので

はなくて、その「弱さ」を受け入れて抱えたまま、みんなで活かしていくことを当事者研究という。 

 

当事者研究スゴロクは、この精神障害の現場で発生した当事者研究という考え方や思想に共感、イン

スパイアされて作られた人生スゴロクである。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【当事者研究スゴロク】 

 

https://tk-sugoroku.jimdo.com/ 

※上記、サイトにてダウンロードが可能。 

 

【当事者研究スゴロクの遊び方】 

※用意するもの：当事者研究スゴロク、メモ、ペン、コマ、サイコロ 

 

①基本は 4名で 1グループを作る。2名でも 6名でも遊べるが推奨は 4名。人数が多いときはチーム

をわけて実施する。 

 

②自分の人生を振り返り、過去に経験した「失敗・挫折・苦労」のエピソードをメモに書いていく。

ひとり何個でも構わない。「トラウマを泣きながら吐露する」といったものではないので、自分が冷

静となって、書ける範囲、話せる範囲のエピソードで留めること。※ちなみに、このエピソードには

「テーマ」を決めてもいい。例えば「恋愛（にまつわる苦労、失敗、挫折）」「就職」「家族」「上司」

「お金」「介護」「DV」「LGBT」など。 

 

③メモをお互いに見せあって、どんな苦労・失敗・挫折であったのか？詳しい内容を話し合う。 

 

④メモ（エピソード）を一文にまとめて、四角い白枠に書きこんでいく。書きこむ白枠は全部で 8枠

あるので、4 人 1 グループでやっているさいは、参加者ひとりにつき、2 枠（2 つのエピソード）を

書きこむ。 

 

⑤失敗・挫折・苦労のエピソードの「稀少レベル」を全員で 6段階で評価する。よくある失敗、挫折、

https://tk-sugoroku.jimdo.com/


苦労のエピソードなどは「1 コマ」となり、すごい衝撃（レアで稀な苦労、失敗、挫折）のエピソー

ドなどは「6 コマ」となる。聞いたことのない失敗、とんでもない挫折、想像を絶する苦労であれば

あるほど、高く評価される。コマ数を決めたら白枠の下にある「○コマすすむ」の中に数字を書きこ

む。 

 

⑥ようやく当事者研究スゴロクが完成。いよいよスゴロクで遊ぶ。4 人分のコマをスタート地点に並

べて、サイコロを振って、スゴロクをスタートする。 

 

⑦最初の 1 コマから 6 コマは「自己病名」をつける。スゴロクの右欄にある「みんなの自己病名枠」

に書きこむ。この自己病名とは医者がつける「統合失調症」や「双極性障害」といった医学的な病名

ではなく、自分が現在、感じている苦労、失敗、挫折を織り込んだ自己流の病名のことである。※例：

「問題先送り症候群」「なんちゃって優等生病」「すべてにおいて上の空シンドローム」など。 

 

⑧「幻聴さんがやってきた！」のコマは「もしあなたに幻聴さんがやってきたら、いま、なんていっ

ていますか？」という意味の問いであり、その答えを考えて「ふきだしの枠」の記載する。 

 

⑨「今晩、イクメさんが来るよ」のコマは、あなたの言いたい本音が顔にイタズラ書きされるという

幻視（イクメさんの仕業とべてるでは表現する）であり、自分にもイクメさんが来ると想像して、顔

にかかれる「言葉」や「絵」をコマに記載する。 

 

⑩「格言コマ」は読み上げる。この格言には当事者研究のエッセンスが込められている。 

 

⑪全員のコマがゴールをすれば、終了。 

 

※最初はなかなか「失敗、苦労、挫折のエピソードを書いて」といっても書きにくい。「初対面なの

で緊張する」という場合もあるし、「知り合いがいるので書きにくい」という場合もある。そのさい

は失敗、苦労、挫折のエピソードを書くメモを匿名で書くとしても良い。そのさいは誰かひとりが進

行役となって、メモを集めて、ひとつひとつ発表していく。いろんなエピソードを読みあげて、みん

なで感想や意見を言い合う。このさいに「じつはそのエピソードは私です」と名乗り出たい人は、名

乗りでてもいいとする。名乗り出た場合は、より詳細なエピソードが聞きだせる。匿名バージョンの

当事者研究スゴロクの場合は、本人の自由意思を尊重して「このエピソードは誰ですか？」と詮索す

るのはやめましょう。 

 

【当事者研究スゴロクの効果・ねらい】 

①過去にあった人生スゴロクの大部分が「上昇していく生き方」を目指すが、当事者研究スゴロクは

「下降していく生き方」こそが人生の醍醐味であると捉え、衝撃的な失敗、苦労、挫折の持ち主を「人

生の偉大なる先達」「下降人生の達人」として褒め称える。 

 

②失敗・挫折・苦労エピソードを話すが、その「稀少レベル」「衝撃レベル」をみんなで評価するこ

とで、自分の失敗、挫折、苦労を「大変だと思ってたけど 3コマぐらいなんだ…（自分の失敗や苦労

や挫折なんてまだまだである）」とか「6 コマレベルですごいといわれた！（失敗のエピソードだが、

人生の達人と褒められた。嬉しい）」といったように相対化できる。 

 



③当事者研究スゴロクを体験すると、いざ人生の失敗、苦労、挫折が起きた時に「これで、いいスゴ

ロクコマのネタができた…」と考えることもできる。失敗や苦労、挫折の経験を「スゴロクのコマ」

というものに「外在化」して切り離すことに成功しているわけで、痛みやショックを和らげることが

できる。 

 

④やればやるほど「6 コマレベル」を目指したくなるので、どんどんとみんなが、より衝撃の失敗・

挫折・苦労エピソードを語りだす。「弱さの情報公開」が進むわけだが、「Aくんはそういうところが

ある」「Bさんてそういう人間なんや」とその周知や理解が生きやすさに繋がっていく。 

 

⑤医療の現場で誕生した、高度で専門的な「当事者研究」であるが、それを全く知らない人間でも気

軽に楽しめる、アイスブレイク的なコミュニケーション・ツールである。 

 

⑥大阪は商人のまちだが、商いは「自分はこれはできないが、これはできる」と「弱さの情報公開」

をして、腹を割って話をしないと先に進まない。「できるというので、やらせてみたができませんで

した。逃げました」といったように「武士は食わねど高楊枝」と自分の実力を大きくいう見栄っぱり

な人間は嫌われる。しかし、自分の弱さを情報公開するのはなかなか難しい。そこで「笑い」によっ

て、それを自然に成し遂げる。「大阪人の笑い」というのは基本的に「自分の失敗話」であり、A く

んが「最近、こんな失敗したんや」と話をすると、それをうけて B くんは「お前、アホやなぁ！おれ

は、このあいだこんなことあったわ」と話す内容は、A くんよりもさらに酷い失敗話を繰り広げる。

そうやって「笑い」でオブラートに包みながら、自分の弱さを徐々に情報公開しながら、相手の弱さ

の情報公開を聞き出して、「ぼくはこんなダメな人間ですが、よろしければお付き合いください」「い

えいえ。ぼくこそ、こんなにダメな人間ですが、よろしくおつきあいください」と弱さを基軸に社交

していく。当事者研究スゴロクをやっていると、自然と、こうした「大阪的笑いのコミュニケーショ

ン」が獲得できる。 

 

⑦日本では「世間さま、他人さまに迷惑をかけてはいけない」といって育てられるが、インドでは「人

間はカンペキな存在ではない。自分は絶対に他人に迷惑をかける。だから他人に迷惑をかけられても

文句はいわないで助けてやれ」と育てられるという。人間は弱い生き物で、変でダメな存在だが、そ

れは「お互いさま」であり、だから「許しあおう」「助け合おう」という思想が広まる。「迷惑をかけ

るな」という社会からは、寛容性がなくなっていき、その結果、どんどんと「生きづらい社会」にな

っていく。誰もが互いに弱さを認め合える社会こそが、多様な生き方を肯定できる社会につながって

いくのではないか？当事者研究スゴロクには、そうした思想が込められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【当事者研究スゴロクの過去の事例】 

 


